
とやとやややうややうやうとううとうとうううやうやううやうやうううううやうやううこやここやこやこここここ
月

2023年
NO.205

   4

学び舎をあとに学び舎をあとに
それぞれの明日へそれぞれの明日へ



今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2023 年 4 月 2

目 次

４月
2023 年
（令和 5 年 ）

NO.205

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

イベントカレンダー21
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消防だより19

とうやこ

男 ………………………… 3,764人
女 ………………………… 4,357人
計 ………………………… 8,121人
世帯 …………………… 4,715世帯

（ + 4 ）
（ + 2 ）
（ + 6 ）
（ + 6 ）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 2 月 28 日現在＞

３ pickup news

ワンポイント手話
G7ゼロカーボンミーティングin洞爺湖開催

令和５年度まちの予算４

16 「北のハイグレード食品」町内２社が認定
羊蹄食品まめ屋本店「酵福納豆」
東洋炉材工房帆「『淡雪50g』カムイ・ミンタルの塩」
JAとうや湖青年部「動画で発信！農の魅力
コンテスト」で２年連続最優秀賞受賞

　３月13日、虻田・洞
爺両中学校で卒業式が
挙行されました。　　
　洞爺中学校では、卒
業生 1 人ひとりが卒
業後の抱負を語り、思
い出の学び舎を巣立っ
ていきました。
　　　　

15 新入職員紹介／人事異動

22 Time Travel Toyako

東奔西走／今月のワンショット
町内で地域食堂オープン

洞爺協会病院からのお知らせ

ダウンロードはこちらから→

いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマートフォ
ン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙が発行される
とお知らせが届きます。

ダウンロードはこちらから→

とお知らせが届きます。

広報とうやこ
議 会 だ よ り
がスマートフォン
で見られます！

小児科診療拡充のため、４月から新しい先生を迎
え、診療を開始しました。
　診療時間などは次のとおりです。

■問合せ　洞爺協会病院
　　　　　洞爺湖町高砂町126番地
　　　　　☎0142-74-2555

小児科

受付時間 月 火 水 木 金

８：30～
11：30 診療 診療 診療 診療 診療

13：30～
15：00 診療 健診

ワクチン
健診
ワクチン

健診
ワクチン

小児科部長 要藤  裕孝
ようとう　  ゆうこう

先生

・一般診療
・健診
・ワクチン接種　など

4/23は洞爺湖町議会議員選挙の投票日です14
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 52 回目は健康福祉課日当由香梨で
す。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント 「きれい」

左手の手のひらに右手の手のひらを置き、なでるよ
うにシュッと右方向に動かします

Ｇ７ゼロカーボンＧ７ゼロカーボン
　　　ミーティング　　　ミーティング in 洞爺湖in 洞爺湖 開催開催

　
　
幌
市
で
４
月
に
開
か
れ
る
Ｇ

　
　

７
札
幌
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境
大
臣
会
合
の
開
催
を
記

念
し
、
Ｇ
７
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
洞
爺
湖
が
２
月
25

日
、
洞
爺
湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ

ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
元
環
境
大
臣

の
丸
川
珠
代
氏
が
登
壇
。
丸
川
氏

は
、
２
０
０
８
年
の
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
が
環
境
問
題
を
考
え

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

振
り
返
り
「
15
年
前
は
予
想
で
き

な
か
っ
た
急
激
な
気
候
変
動
が
起

き
て
お
り
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抑
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
と
指
摘
。

北
海
道
は
、
風
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
強

調
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

を
実
現
し
、
経
済
の
好
循
環
を
生

み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
、
駐
日
デ
ン
マ

ー
ク
王
国
特
命
全
権
大
使
の
ピ
ー

タ
ー
・
タ
ク
ソ-

イ
ェ
ン
セ
ン

氏
が
、
同
国
の
環
境
対
策
を
紹
介

し
ま
し
た
。

札

参加者が再エネ事業などを学んだＧ７ゼロカーボンミーティング in 洞爺湖参加者が再エネ事業などを学んだＧ７ゼロカーボンミーティング in 洞爺湖

再エネ事業について再エネ事業について
解説する丸川氏解説する丸川氏

デンマークの環境対策を紹介デンマークの環境対策を紹介
するタクソするタクソ－－イェンセン大使イェンセン大使
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一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
額
で
は
、

77
億
９
０
０
万
円
を
計
上
。
前
年

度
比
７
億
３
９
０
０
万
円
、
10
・

６
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
固
定
資
産
税
で
企

業
の
設
備
投
資
な
ど
に
よ
り
増

額
、
入
湯
税
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

回
復
を
見
込
み
、
町
税
全
体
で
前

年
度
比
７
８
４
２
万
円
、７・３
％

の
増
額
、
地
方
交
付
税
は
国
の
地

方
財
政
計
画
に
よ
る
一
般
財
源
総

額
の
伸
び
率
な
ど
を
勘
案
し
、
前

年
度
比
１
億
円
、
２・
９
％
の
増

額
を
見
込
み
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
で
は
、
主
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補

助
金
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比

２
９
６
６
万
円
、
６
・
８
％
の
減

額
を
見
込
み
ま
し
た
。寄
附
金
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
増
額
を

見
込
み
、
前
年
度
比
３
１
７
０
万

円
、
15
・
３
％
の
増
額
で
計
上
し

ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
の

う
ち
扶
助
費
が
増
え
、
人
件
費
、

公
債
費
が
減
っ
て
い
ま
す
。
主
な

投
資
的
事
業
と
し
て
は
、
本
庁
舎

の
長
寿
命
化
事
業
、
町
道
の
道
路

整
備
事
業
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
な
ど
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も
を
安

心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整

備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
高
校
生

令

まちの予算
令和５年度

■問合せ■問合せ　税務財政課財政グループ（☎ 74 ー 3003）　税務財政課財政グループ（☎ 74 ー 3003）

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
出
産
祝

金
の
拡
充
、
保
育
所
保
育
料
の
完

全
無
償
化
、
高
校
生
通
学
費
等
助

成
な
ど
支
援
内
容
を
拡
充
し
て
計

上
し
ま
し
た
。　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

保
険
給
付
費
な
ど
の
減
少
に
伴
い

前
年
度
比
５
２
０
４
万
円
、
４
・

０
％
の
減
額
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
費
お
よ
び
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保
険
給
付
費
の

減
少
に
伴
い
前
年
度
比
７
３
７
万

円
、
０・６
％
の
減
額
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
保
険
料
収
入
の
増
に
伴
い
、

広
域
連
合
納
付
金
が
増
額
と
な

り
、
前
年
度
比
１
０
０
４
万
円
、

５・９
％
の
増
額
。

３
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
26
億
１
４
７
０
万

円
と
な
り
、前
年
度
か
ら
１・９
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
施
設
修
繕

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的
収

支
が
前
年
度
比
３
７
５
５
万
円
、

14
・
５
％
の
増
額
。
資
本
的
支
出

は
、建
設
改
良
費
の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
３
７
３
１
万
円
、
15
・

７
％
の
減
額
。

　
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、
令
和

５
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
た
た
め
、
新
た
な
減
価
償
却

費
の
追
加
に
伴
い
大
幅
な
増
加
と

な
り
、
収
益
的
収
支
が
前
年
度
比

４
７
５
０
万
円
、
１
２
０・
９
％

の
増
額
。
資
本
的
支
出
は
、
企

業
債
償
還
金
お
よ
び
建
設
改
良

費
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比

３
９
９
４
万
円
、
39
・
８
％
の
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
、
令

和
５
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

に
移
行
し
た
た
め
、
新
た
な
減

価
償
却
費
の
追
加
に
伴
い
大
幅

な
増
加
と
な
り
、
収
益
的
収
支

が
前
年
度
比
３
億
９
６
０
万
円
、

１
１
１・
２
％
の
増
額
。
資
本
的

支
出
は
建
設
改
良
費
の
増
加
で

前
年
度
比
２
億
６
６
８
４
万
円
、

67・５
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
下

　
道
町
長
の
就
任
後
、
初
と
な

る
本
格
予
算
で
あ
り
、
基
本
理
念

と
し
て
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
町
づ
く

り
」
を
掲
げ
、
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、一般
会
計
、
３
つ

の
特
別
会
計
、
３
つ
の
公
営
企
業

会
計
を
含
め
た
全
会
計
予
算
総
額

は
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
、
12
億
７
３
８
８
万
円
、
11・

６
％
増
の
１
２
２
億
１
７
９
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
た

め
、
歳
入
不
足
を
補
う
財
政
調
整

基
金（
町
の
貯
金
）の
取
り
崩
し
を

見
込
み
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

一般会計　77 億 900 万円
前年度比 7 億 3900 万円増 (10.6％増）

会計別予算額

特別会計　26 億 1470 万円
前年度比 4937 万円減 (1.9％減）

合計　122 億 1798 万円 
（前年度比 12 億 7388 万円増　11.6％増）

水道事業会計
収益的収支　２億 9636 万円
前年度比 3755 万円減 (14.5％増）
資本的収支　２億 43 万円
前年度比 3731 万円減 (15.7％減 )

簡易水道事業会計　
収益的収支　8680 万円
前年度比 4750 万円増 (120.9％増）
資本的収支　6049 万円
前年度比 3994 万円減 (39.8％減 )

公共下水道事業会計　
収益的収支　５億 8804 万円
前年度比３億 960 万円増 (111. ２％増）
資本的収支　６億 6217 万円
前年度比２億 6684 万円増 (67. ５％増 )



自 主

財
源

源財存
依
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繰入金繰入金
3 億 8845 万円3 億 8845 万円

（5.0％）（5.0％）

諸収入諸収入
6164 万円（0.8％）6164 万円（0.8％）

繰越金繰越金
2000 万円（0.3％）2000 万円（0.3％）

使用料・手数料使用料・手数料
２億 987 万円（2.7％）２億 987 万円（2.7％）

財産収入財産収入
2255 万円 (0.3%)2255 万円 (0.3%)

地方交付税地方交付税
35 億円（45.4％）35 億円（45.4％）

町債町債
9 億 8630 万円9 億 8630 万円

（12.8％）（12.8％）

国庫支出金国庫支出金
4 億 816 万円4 億 816 万円

（5.3％）（5.3％）

道支出金道支出金
3 億 3365 万円3 億 3365 万円

（4.3％）（4.3％）

地方消費税交付金地方消費税交付金
2 億 3 千万円2 億 3 千万円

（3.0％）（3.0％）

地方譲与税
7100 万円

（0.9％）

町　税町　税
11 億 5550 万円11 億 5550 万円

（15.0％）（15.0％）

その他
2480 万円

（0.3％）

歳　入
900億 万円77 分担金・負担金分担金・負担金

5833 万円（0.8％）5833 万円（0.8％）

寄附金寄附金
2 億 3875 万円 (3.1%)2 億 3875 万円 (3.1%)

議会費議会費
5905 万円（0.8％）5905 万円（0.8％）

総務費総務費
6 億 5035 万円6 億 5035 万円

（8.4％）（8.4％）

民生費民生費
16 億 450 万円16 億 450 万円

（20.8％）（20.8％）

衛生費衛生費
11 億 919 万円（14.4％）11 億 919 万円（14.4％）

労働費労働費
320 万円（0％）320 万円（0％）

商工費商工費
2 億 9276 万円2 億 9276 万円

（3.8％）（3.8％）

土木費土木費
8 億 8883 万円8 億 8883 万円

（11.5％）（11.5％）

消防費消防費
3 億 2462 万円3 億 2462 万円
(4.2％）(4.2％）

教育費教育費
5 億 657 万円5 億 657 万円

（6.6％）（6.6％）

公債費公債費
9 億 5296 万円9 億 5296 万円

（12.4％）（12.4％）

給与費給与費
11 億 2743 万円11 億 2743 万円

（14.6％）（14.6％）

予備費予備費
2000 万円（0.3％）2000 万円（0.3％）

農林水産業費農林水産業費
1 億 6954 万円1 億 6954 万円

（2.2％）（2.2％）

歳　出
900億 万円77

令和５年度予算の主な内訳

源財存
依

自 主
財

源



令和５年度 主な事業

広報とうやこ　2023 年４月 ６

令和５令和５年度予算に計上した事業の一部を重点政策に分けて紹介します。年度予算に計上した事業の一部を重点政策に分けて紹介します。

広報とうやこ　2023 年４月

・子ども医療費助成事業 ( 高校生以下の医療費無償化 )…1281 万円
・出産祝い金…480 万円
・子どもインフルエンザワクチン接種事業…215 万円
・保育料無償化事業…539 万円
・中学校制服等購入費助成事業…382 万円
・高校生通学費等助成事業…916 万円

子育て支援重点
政策

商工振興
・住宅リフォーム支援事業…1000 万円
観光振興
・にぎわい広場イルミネーショントンネル事業…423 万円
・コンサドーレ包括連携協定事業…110 万円
・洞爺湖有珠山ジオパーク推進事業…724 万円

産業振興
・多面的機能支払事業補助…2347 万円
・漁業系廃棄物処理施設運営補助…1800 万円

地域のにぎわい創出

・道路等環境整備事業…１億 3714 万円
・町営住宅維持管理・修繕…5994 万円
・橋梁長寿命化計画に基づく修繕工事…3774 万円

生活基盤の整備

・地域おこし協力隊活動事業…1742 万円
・チャレンジショップ支援事業…465 万円
・住まいる中古住宅取得支援事業…150 万円

定住促進



・小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業…4784 万円
・虻田高等学校支援事業…658 万円
・中学校部活動支援事業…130 万円
・ＩＣＴ遠隔教育事業…166 万円

教育環境の充実

広報とうやこ　2020 年４月広報とうやこ　2020 年４月11 広報とうやこ　2023 年４月広報とうやこ　2023 年４月７

・本庁舎長寿命化計画に基づく改修工事…4853 万円
・通学支援等コミュニティタクシー運行事業…716 万円
・地域食堂運営事業補助金…313 万円
・保育所統合複合化施設実施設計等…1291 万円
・三豊霊園合葬墓設置事業…803 万円
・西いぶり広域連合新中間処理施設建設事業…６億 1544 万円
・世界文化遺産普及・啓発事業…710 万円

上記以外の主な事業

令和３年度 令和４年度（見込） 令和５年度（見込）

一 般 会 計 87 億 5906 万円 84 億 3447 万円 85 億 1122 万円

水道事業会計 10 億 1428 万円 10 億 6784 万円 10 億 8844 万円

簡易水道事業会計 3 億 9681 万円 3 億 9426 万円 ３億 7082 万円

公共下水道事業会計 22 億 3968 万円 19 億 8990 万円 19 億 7923 万円

合 計 124 億 983 万円 118 億 8647 万円 119 億 4971 万円

令和３年度 令和４年度（見込） 令和５年度（見込）

財政調整基金 12 億 5513 万円 12 億 5653 万円 10 億 3668 万円

減 債 基 金 1 億 5035 万円 １億 5086 万円 １億 5137 万円

特定目的基金 17 億 1751 万円 16 億 2003 万円 16 億 2060 万円

合 計 31 億 2299 万円 30 億 2742 万円 28 億 865 万円

基金 (貯金 ) の残高

町の会計の中心となるのが一
般会計です。行政運営の基本と
なる経費の全てを計上したもの
で、町行政の目的を達成するた
めに必要な経費を経理する会計
です。行政サービスのほとんど
が一般会計で賄われています。

一般会計 特別会計
　特別会計は、町が特定の事業を行う
場合、その他特定の収入を特定の支出
に充て一般の歳入歳出と区分して経理
する必要がある場合など、一般会計と
分けて町が条例で設置することができ
る会計のことを言います。洞爺湖町に
は、国民健康保険、介護保険、後期高
齢者医療の３つの特別会計があります。

企業会計
企業会計は、独立採算性を原

則とする、一般的には、株式会
社などの民間企業での会計をい
うもので、民間企業に近い事業
を行う場合に設置される会計で
水道事業、簡易水道事業、公共
下水道事業会計がこれに該当し
ます。

用語解説

地方債 (借金 ) の残高



のわだい
まち

　

農業士に認定された北風さん農業士に認定された北風さんＩＣＴを活用して行われた虻田中と洞爺中の合同授業ＩＣＴを活用して行われた虻田中と洞爺中の合同授業

　
　
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
洞
爺

　
　
湖
（
青
木
佐
智
子
代
表
）
の
消

費
者
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
約
50
人
が
参
加
し
、
札
幌
の
行
政

書
士
で
北
海
道
消
費
者
協
会
の
非
常

勤
講
師
、
棚
川
伊
知
郎
氏
が
講
師
を

務
め
、
遺
産
相
続
や
老
人
福
祉
施
設

の
選
び
方
、
認
知
症
な
ど
の
対
策
を

説
明
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
昨
年
か

ら
多
発
し
て
い
る
高
齢
者
の
資
産
を

狙
っ
た
特
殊
詐
欺
事
件
を
取
り
上

げ
、
安
全
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
れ

る
よ
う
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ウ

老後の資産管理や防犯を学ぶ
消費者啓発セミナー開催

2
17

　
　
田
中
学
校
（
瀧
澤
義
守
校
長
）

　
　
と
洞
爺
中
学
校
（
西
村
雄
一
校

長
）
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
合
同
授
業
を
初
め
て
行

い
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
、
両
校
の
１
年
生
が

画
面
越
し
に
顔
を
合
わ
せ
て
道
徳
の

授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

授
業
は
童
話
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」

を
題
材
に
他
者
の
個
性
を
尊
重
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
内
容
で
、
生

徒
は
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。

虻

成香地区の農家・北風淳さん
北海道農業士に認定

2

遺産相続や詐欺対策などを学んだ消費者啓発セミナー遺産相続や詐欺対策などを学んだ消費者啓発セミナー

ＩＣＴで新しい授業を導入
虻田中と洞爺中が初のリモート合同授業

2

　
　
香
地
区
で
農
家
を
営
ん
で
い
る

　
　
北
風
淳
さ
ん
が
北
海
道
農
業
士

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
士
は
、
地
域
農
業
の
振
興
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
を
行
う

意
欲
旺
盛
な
農
業
者
が
認
定
さ
れ
ま

す
。

　

認
定
式
は
札
幌
市
内
で
行
わ
れ
、

新
た
に
農
業
士
と
な
る
農
業
者
に
認

定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
証

を
受
け
取
っ
た
北
風
さ
ん
も
町
の
農

業
振
興
の
た
め
に
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

成

広報とうやこ　2023 年４月 ８

丈夫な子どもに育ってね
桜ヶ丘保育所で月浦獅子舞

　
　
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

　
　
い
る
月
浦
獅
子
舞
が
、
桜
ヶ
丘

保
育
所
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
月
浦

獅
子
舞
保
存
会
が
保
育
所
を
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
前
で
１
２
０
年
以
上

の
歴
史
を
誇
る
伝
統
の
獅
子
舞
を
演

じ
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
音
が
響
く
中
、
あ
た
か
も

生
き
た
獅
子
の
よ
う
に
動
き
回
る
様

子
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
い
た
表
情
。

大
き
な
口
を
開
け
て
近
づ
い
て
く
る

と
、
少
し
怖
が
り
な
が
ら
も
先
生
に

見
守
ら
れ
て
頭
を
か
じ
っ
て
も
ら

い
、
厄
払
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちの前で披露された月浦獅子舞子どもたちの前で披露された月浦獅子舞

町

2
22

915



町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
町
と
豊
浦
町
の
若
手
農
業

　
　
者
で
構
成
す
る
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
小
林
裕
司
代
表
）
が
、
農
作

物
に
関
す
る
仕
掛
け
絵
本
８
冊
を
教

育
委
員
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を

知
っ
て
も
ら
い
、
食
育
に
貢
献
し
た

い
」
と
の
思
い
で
購
入
し
た
絵
本

を
、
小
林
代
表
と
尾
形
光
章
さ
ん
が

渋
川
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
渋
川
教
育
長
は
「
非
常
に
あ
り
が

た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
関
心
を
持
っ

ち
、
た
く
さ
ん
読
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、
受
け
取
り
ま
し
た
。

洞

子どもたちに農業を知ってほしい
えんプロジェクトが絵本寄贈

渋川教育長に絵本を手渡す小林代表（中央）と尾形さん（右）渋川教育長に絵本を手渡す小林代表（中央）と尾形さん（右）

16・24
12

　
　
37
回
全
道
中
学
生
の
税
を
テ
ー

　
　

マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
」（
北
海

道
主
催
）
で
虻
田
中
学
校
（
瀧
澤
義

守
校
長
）
２
年
の
田
所
来
望
さ
ん
が

北
海
道
知
事
賞
入
選
、
菊
池
紅
羽
さ

ん
が
胆
振
総
合
振
興
局
長
賞
を
受
賞

し
、
同
振
興
局
神
山
広
之
課
税
課
長

か
ら
表
彰
状
と
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
田
所
さ
ん
は
、「
絵
を

描
く
の
が
好
き
な
の
で
、
う
れ
し
い

で
す
」、
菊
池
さ
ん
は
「
受
賞
す
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。　
　

第

税をテーマとしたポスター
虻田中学校生２人入選

22
2

広報とうやこ　2023 年４月９

子どもたちに喜んでもらいたい
洞爺湖町商工会女性部が文具寄贈

　
　
内
の
新
入
学
児
童
の
た
め
に
、　

　
　
洞
爺
湖
町
商
工
会
女
性
部
（
横

山
節
子
部
長
）
が
、
８
色
入
り
水
性

ペ
ン
63
セ
ッ
ト
を
教
育
委
員
会
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
同
女
性
部
は
、
例

年
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域

貢
献
を
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
る
た
め
文

具
を
寄
贈
。

　
横
山
部
長
は
「
少
し
で
も
喜
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
、
受
け
取
っ

た
渋
川
教
育
長
は
「
学
習
の
基
本
は

『
書
く
こ
と
』、
楽
し
く
学
習
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
し
ま
し
た
。

文具を寄贈した商工会女性部のメンバー文具を寄贈した商工会女性部のメンバー

　
　
月
３
日
の
ひ
な
ま
つ
り
に
合
わ

　
　
せ
て
、
洞
爺
財
田
自
然
体
験
ハ

ウ
ス
ふ
れ
あ
い
行
事
「
ひ
な
あ
ら
れ

を
つ
く
ろ
う
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ひ
な
ま
つ
り
の
歴
史
や
関
東
・
関

西
の
ひ
な
あ
ら
れ
の
違
い
を
学
び
、

も
ち
米
を
揚
げ
て
ひ
な
あ
ら
れ
を
作

り
ま
し
た
。他
に
も
、も
ち
米
を
使
っ

た
伝
統
食
「
道
明
寺
粉
」
で
生
地
を

こ
ね
、
あ
ん
こ
を
包
ん
で
桜
餅
を
作

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
、

や
け
ど
に
気
を
付
け
な
が
ら
あ
ら
れ

を
揚
げ
、
最
後
は
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

３

ひなあられを揚げる子どもひなあられを揚げる子ども

桃の節句を祝う
ひなあられをつくろう

町
27
2

16・24
12
2
3

４
3

北海道知事賞入選の田所さん（左から２人目）と北海道知事賞入選の田所さん（左から２人目）と
胆振総合振興局長賞入選の菊池さん（右から２人目）胆振総合振興局長賞入選の菊池さん（右から２人目）

「



暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
想
定
外
の
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る「
国
の
保
険
」
で

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
す
る
と
、
老
後
の
年
金
だ

け
で
な
く
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
ま
で
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
に
な
っ

た
と
き
）

　
国
民
年
金
を
10
年
以
上
納
付
し

た
人
が
65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
後

の
た
め
の
年
金
で
す
。

●
障
害
基
礎
年
金（
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
）

　
国
民
年
金
加
入
中
に
、
病
気
や

ケ
ガ
が
原
因
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
の
た
め
の
年
金
で
す
。
※
20
歳

前
に
発
生
し
た
障
害
も
支
給
対
象

に
な
り
ま
す
。

●
遺
族
基
礎
年
金（
一
家
の
大
黒

柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
）

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
の
た
め
の

年
金
で
す
。

　
原
則
、
18
歳
未
満
の
子
の
あ
る

配
偶
者
と
18
歳
未
満
の
子
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
0
1
4
3

－
50

－
1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74
－

3
0
0
2
）

　

札
幌
市
で
２
月
ご
ろ
か
ら「
ア

ポ
電
」
が
多
発
し
、
全
道
に
広
が

り
始
め
て
い
ま
す
。
ア
ポ
電
は
、

親
族
、
警
察
官
、
金
融
機
関
職
員

な
ど
に
な
り
す
ま
し
た
グ
ル
ー
プ

が
、
様
々
な
口
実
で
在
宅
の
確
認

や
世
帯
・
家
の
状
況
、
資
産
を
把

握
す
る
目
的
で
か
け
る
電
話
の
こ

と
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

不
審
な
相
手
か
ら
の
電
話
は
す
ぐ

に
切
り
、
迷
わ
ず
警
察
に
電
話
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74
︱

３
０
０
５
）／
北
海
道
警
察
相
談

専
用
電
話（
☎
♯
９
１
１
０
）

﹁
ア
ポ
電
﹂
に
注
意
！

自
転
車
の
盗
難
被
害
防
止

と
防
犯
登
録
の
推
進

伊
達
警
察
署
か
ら

　
例
年
、
雪
解
け
を
迎
え
る
と
自

転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
る

と
と
も
に
自
転
車
の
盗
難
被
害
が

増
加
し
ま
す
。
自
転
車
に
は
備
え

付
け
錠
の
ほ
か
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で

「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
し
て
盗
難
被
害

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

●
若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
対

策
の
推
進

　
望
ま
な
い
性
的
行
為
は
性
暴
力

で
あ
り
、
被
害
者
の
尊
厳
を
著
し

く
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害
で

す
。
高
校
生
の
女
性
に
よ
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
会
話
な
ど
の
接
客
を
売

り
物
に
し
た「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」、

薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を
使
っ

た
性
犯
罪
も
起
き
て
い
ま
す
。
不

安
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
警
察

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
達
警
察
署（
☎
22

︱
０
１
１
０
）

令
和
４
年
分
確
定
申
告
の

振
替
納
付
日

　
令
和
４
年
分
確
定
申
告
の
振
替

納
付
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
税　

目　

①
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
②
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税

■
振
替
納
付
日　

①
４
月
24
日

（
月
）
②
４
月
27
日（
木
）

　
※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ

た
場
合
や
振
替
口
座
の
残
高
不
足

な
ど
で
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
法
定
納
期
限（
令

４
年
分
の
所
得
税
は
令
和
５
年
３

月
15
日
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

と
地
方
消
費
税
は
令
和
５
年
３
月

31
日
）の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
4
0
3
）

合カギ作ります

藤 兼 金 物 店
洞爺湖町洞爺湖温泉91-8　TEL  0142-75-2135

住宅・自動車・シャッター・ロッカー・金庫他

行
　
政
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児童手当・児童扶養手当制度のお知らせ

１．児童手当
　中学校卒業までの児童を養育している人全員に
支給される手当です。出生・転入・転出などのとき
に手続きが必要となります。公務員の人は勤務先
で手続きをしてください。
■支給対象　15歳到達後最初の３月31日までの
児童を養育している人
■支給月額　受給者の所得や児童の年齢などによ
り、金額が変わります

受給者の所得 児童の年齢 支給月額
（１人当たり）

所得制限額未満
（児童手当）

３歳未満 一律　15,000円

３歳以上
小学校修了前

10,000円
（ 第 ３ 子 以 降 は
15,000円）

中学生 一律　10,000円

所得制限額以上
（特例給付） 年齢関係なし 一律　5,000円

所得上限額以上 支給されません

■支給時期　６月・10月・２月に、それぞれの前
月分まで（４か月分）の手当を支給。

２．児童扶養手当
　死別や離婚などで、父または母と生計を別にしている児
童を養育している人に支給される手当です。手当を受ける
ためには申請手続きが必要です。
■支給対象　母子家庭の母、父子家庭の父、父または母に
代わって養育している人
■支給期間　児童が18歳に到達した日以後の最初の３月
31日まで（児童が心身に中程度以上の障がいを有する場合
は 20歳未満まで）
■支給月額　受給者と扶養義務者（同居する家族など）の
所得などにより支給月額が変わります。そのため、手当の
全部または一部を支給しない場合があります（全額支給、
一部支給、全額支給停止のいずれかに決定します）

区分
支給月額

全額支給 一部支給

第１子  44,140円 44,130円～ 10,410円

第２子加算額  10,420円 10,410円～ 5,210円

第３子以降加算額    6,250円   6,240円～ 3,130円

※これらの手当は申請手続きが遅れると、原則、遅れた月分の手当が受けられなくなりますので、注意してくだ
さい。
※手続きに必要なものは世帯の状況により異なりますので、詳しくは問い合わせください。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

■支給時期　１月・３月・５月・７月・９月・11月に、それ
ぞれの前月分（２か月分）までの手当を支給。
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保
険
料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　
健
康
保
険
料
が
令
和
５
年
３
月

分（
４
月
納
付
分
）か
ら
10・29
％（

前
年
度
か
ら
０
・
10
ポ
イ
ン
ト

減
）、介
護
保
険
料
率
が
１・82
％（

前
年
度
か
ら
０・18
ポ
イ
ン
ト
増
）

と
な
り
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
や
病
院
の
か
か
り

方
な
ど
を
見
直
す
こ
と
が
、
将
来

の
北
海
道
の
医
療
費
上
昇
や
保
険

料
率
の
伸
び
を
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
お
知

ら
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け

ん
ぽ
）
で
は
、
35
～
74
歳
の
被
保

険
者
を
対
象
に
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
度

内
は
一
人
に
つ
き
一
回
、
健
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
は
自
己
負
担

額
を
７
１
６
９
円
か
ら
５
２
８
２

円
に
軽
減
す
る
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協

会
北
海
道
支
部（
☎
０
１
１
︱

７
２
６
︱
０
３
５
２
）

協
会
け
ん
ぽ
か
ら



広報とうやこ　2023 年４月 12

お知らせ

募
　
集

令
和
６
年
度
北
海
道
職
員

﹁
普
及
職
員︵
農
業
︶﹂募
集

■
採
用
区
分　

Ａ
区
分（
大
学
卒

業
見
込
み
）

■
採
用
予
定　

21
人

■
受
付
期
間　

５
月
８
日（
月
）
~

５
月
18
日（
木
）

■
１
次
試
験　
６
月
18
日（
日
）

■
２
次
試
験　
７
月
上
旬
～
中
旬

※
そ
の
他
の
採
用
区
分
に
つ
い
て

は
北
海
道
農
政
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
農
政
部
生
産

振
興
局
技
術
普
及
課（
☎
０
１
１

︱
２
０
４
︱
５
３
７
９
）

■
募
集
種
目

①
第
２
回
一
般
幹

部
候
補
生
②
一
般
曹
候
補
生

■
資
　
格
　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
男
女
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
男
女

■
受
付
期
限

①
６
月
15
日（
木
）

ま
で
②
５
月
９
日（
火
）ま
で

■
試
験
期
日

①
６
月
24
日（
土
）

自
衛
官
募
集

②
５
月
19
日（
金
）～
28
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

令
和
５
年
度
調
理
師
試
験

■
受
付
期
間　

５
月
８
日（
月
）

～
５
月
19
日（
金
）

■
試
験
日　

８
月
29
日（
火
）13
時

30
分
～
16
時

■
試
験
地

苫
小
牧
市

■
受
験
手
数
料　

６
９
０
０
円

■
願
書
提
出
先
・
問
合
せ　

北

海
道
室
蘭
保
健
所
企
画
総
務
課

企
画
係（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
８
４
４
）

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
４
月
15
日（
土
）、
５

月
20
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－
３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
定
員（
３
人
）に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
①
４
月
20
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
②
５
月
18
日

（
木
）13
時
30
分
～
15
時

■
場
　
所

洞
爺
湖
町
役
場

■
担
　
当
　
①
本
間
寛
菜
弁
護
士

（
ほ
ん
ま
法
律
事
務
所
）②
高
村
真

人
弁
護
士（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務

所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

こととううやや
　防災アプリとは、気象情報や災害情報、避難情報
などに関する情報をスマートフォンで確認できる便
利なアプリです。テレビやラジオで気象情報などが
確認できない状況でも、スマートフォンが通信でき
る状態であれば利用することができます。アプリに
よって利用できる機能は異なり、自分が住んでいる
地域で起こりやすい災害など、自分にとって必要な
機能を備えているアプリを選ぶことが重要です。
　今月号では、無料で利用できる防災アプリの一例
をご紹介いたします。

【無料で利用できる防災アプリ】
　・Ｙａｈｏｏ！防災速報　
　・Ｙａｈｏｏ！天気
　・NHKニュース・防災
　※防災アプリには機能によって有料のものもあり
　　ます。ご利用の際はアプリの利用規約などをご
　　確認ください。　

No.25 防災アプリについて防災アプリについて
　洞爺湖町では災害情報や行政情報などをラインや
ツイッターでお知らせしています。この機会にぜひ
ご登録ください！
洞爺湖町役場公式 LINE（ライン）の登録こちらから洞爺湖町役場公式 LINE（ライン）の登録こちらから

洞爺湖町防災情報ツイッターの登録こちらから洞爺湖町防災情報ツイッターの登録こちらから

アカウント：アカウント：
＠ Toyako_Bousai＠ Toyako_Bousai QRコード：QRコード：

ID：＠ toyakoID：＠ toyako QRコード：QRコード：
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令
和
５
年
度
巡
回
児
童
相
談

　
北
海
道
室
蘭
児
童
相
談
所
に
よ

る
巡
回
児
童
相
談
が
次
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
児
童
の
発
達
に

つ
い
て
の
相
談
や
療
育
手
帳
の
判

定
な
ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時　

①
６
月
13
日（
火
）

②
８
月
８
日（
火
）③
12
月
12
日

（
火
）④
令
和
６
年
２
月
６
日（
火
）

10
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
ま
で

は
除
く
）

■
場　

所　
洞
爺
湖
町
役
場

■
申
込
み　
相
談
は
予
約
制
な
の

で
、
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

中
障
子
開
け
て
春
風
通
し
け
り

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

園
児
ら
の
雛
の
折
り
紙
置
き
並
べ

　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　
　

逆
縁
に
智
慧
た
づ
さ
へ
て
雛
流
す

　
　
　

亀
倉
千
鶴
子　
　
　

蜆
汁
吸
う
や
菩
薩
の
顔
を
し
て

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

３
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

<

寄
付
物
品>

▽
芦
原
正
雄
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
古
山
禮
子
さ
ん（
虻
６
区
）

▽
山
根
美
千
代
さ
ん（
虻
６
区
）

▽
佐
藤
仁
美
さ
ん（
虻
５
区
）

心
身
障
害
者
一
般
巡
回
相

談
の
開
催

　
北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相

談
所
に
よ
る
巡
回
相
談
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
日
　
程　
７
月
24
日（
月
）～
27

日（
木
）

■
場
　
所　
室
蘭
市（
開
催
場
所

の
詳
細
は
未
定
）

■
内
　
容

18
歳
以
上
の
身
体

障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
医
学

的
、
心
理
的
お
よ
び
職
能
的
判

定
、
補
装
具
の
処
方
と
適
合
判
定

な
ど（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

■
申
込
み・
問
合
せ　
健
康
福
祉

課
福
祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

3
0
0
1
）

で
に
洞
爺
湖
町
役
場
健
康
福
祉
課

福
祉
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
を
受
け
る
前
に
事
前
資
料

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す（
提

出
す
る
事
前
資
料
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
相
談

件
数
の
状
況
に
よ
り
希
望
ど
お
り

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

お知らせ

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日　

時　
４
月
14
日（
金
）13
時

30
分
～
15
時
30
分

■
場　

所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　

象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内　

容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故石井勝行さん
■２月 21日死去■ 78歳■遺族は伸也さん■虻４区

故中居米子さん
■令和４年 12月 3日死去■ 93歳■遺族は敏さん■虻７区

故増田善一さん
■２月 13日死去■ 82歳■遺族は信子さん■洞第６

故齊藤シヅエさん
■２月 20日死去■ 98歳■遺族は啓司さん■美沢東

故秋山渥子さん
■２月 21日死去■ 91歳■遺族は陽一さん■虻６区

２月20日から３月17日届出分

　広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

故大廣達さん
■２月 22日死去■ 93歳■遺族は村上亜紀さん■香川

故岩澤信子さん
■３月７日死去■ 81歳■遺族は克彦さん■温３区

▽
亀
田
信
子
さ
ん（
温
１
区
）

▽
佐
藤
範
子
さ
ん（
入
４
区
）

▽
大
友
真
祐
美
さ
ん（
青
２
区
）

▽
山
田
晃
さ
ん（
入
１
区
）

▽
甲
野
佑
篤
さ
ん（
入
１
区
）

▽
藤
兼
金
物
店

▽（
有
）レ
ー
ク
ヒ
ル
牧
場

▽
清
水
友
愛
の
里

▽
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

▽
洞
爺
湖
温
泉
友
遊
ク
ラ
ブ

口
開
か
ぬ
蜆
の
意
地
か
朝
の
汁

千
葉
征
子

故高橋久美子さん
■３月９日死去■ 82歳■遺族は美由紀さん■入１区

故佐藤司さん
■３月 12日死去■ 84歳■遺族は美鈴さん■虻８区

故川端チヱさん
■３月４日死去■ 83歳■遺族は豊顕さん■入１区

故根本勝太郎さん
■３月６日死去■ 91歳■遺族は好子さん■虻６区
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の
投
票
日
で
す

の
投
票
日
で
す

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会＜

役
場
内＞

（
☎
74－

3
0
0
0
）

　
　
　
　
　
同
事
務
局
洞
爺
支
所＜

洞
爺
総
合
支
所
内＞

（
☎
82－

5
1
1
1
）

洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

投票区名 投票場所 投票区の区域 投票時間

第１投票区 洞爺湖町役場 虻田５区、青葉１区・２区　　　　　 

７時～ 19 時

第２投票区 虻田ふれ合いセンター 虻田１区～４区、清水区

第３投票区 あぶたコミュニティセンター 虻田７区・８区、入江１区・３区

第４投票区 母と子の館 虻田６区、かっこう台区、入江４区
泉の一部（西山火口より本町側の区域）

第５投票区 洞爺湖文化センター 洞爺湖温泉１区～５区・８区、月浦
泉の一部（西山火口より温泉側の区域）

第６投票区 洞爺総合センター 洞爺第１～６、美沢東、美沢西、曙
洞仁会、財田、川東、岩屋

７時～ 18 時第７投票区 なるか愛郷の家 成香、花和

第８投票区 農業研修センターとれた 香川、大原、富丘

投票場所と時間はこちらです

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
４

月
19
～
22
日
は
転
出
す
る
前
に
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　
令
和
５
年
４
月
５
日
ま
で
に
町

内
で
転
居
し
た
人
は
新
住
所
の
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
人
は
、
洞
爺
湖
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
投
票
日
現
在
、
洞
爺
湖

町
に
住
所
が
あ
る
人
で
す
。

●
選
挙
人
名
簿
の
登
録

　
今
回
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、
平
成
17
年
４
月

24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
令

和
５
年
１
月
17
日
ま
で
に
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。 投

票
で
き
る
人

●
最
近
転
入
し
た
人

　
令
和
５
年
１
月
17
日
ま
で
に
転

入
し
、
引
き
続
き
町
内
に
住
所
が

あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。
１
月

18
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

●
最
近
転
出
し
た
人

　
投
票
日
ま
で
に
転
出
し
た
人
は

転
入
、転
出
、町
内
で
転
居
し
た
人

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投

票
所
入
場
券
」
の
は
が
き
は
４
月

14
日（
金
）か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　
も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、
は
が
き
が
な
い

場
合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

開　

票

■
日
　
時　
４
月
23
日（
日
）20
時

か
ら

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

防
災
研
修
ホ
ー
ル

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
に
よ
り
、
投
票
所
で
投
票
で
き

な
い
人
は
、
次
の
期
間
に
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

■
場　

所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
ロ

ビ
ー
②
洞
爺
総
合
支
所
会
議
室

■
期
　
間　
４
月
19
日（
水
）～
４

月
22
日（
土
）

■
時
　
間　
①
８
時
30
分
～
20
時

②
９
時
～
17
時

※
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

所
し
て
い
た
り
、
海
外
に
滞
在
し

て
い
る
人
は
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
の
た
め
に
投
票
所
に
行
く

人
を
対
象
に
無
料
の
送
迎
車
を
運

行
し
ま
す
。
交
通
手
段
が
な
い
人

投
票
所
へ
の
送
迎
車
を

　
　
　
　
　

運
行
し
ま
す

や
体
が
不
自
由
な
人
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
申
込
み
を

基
本
と
し
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報

紙
に
合
わ
せ
て
各
戸
に
配
布
す
る

「
投
票
所
送
迎
車
の
運
行
の
お
知

ら
せ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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■町長部局
【部長職】
▷経済部長（経済部長兼経済部建設
課長）若木渉
【次長職】
▷経済部次長兼経済部産業振興課長
兼新型コロナウイルス特別対策室長
（産業振興課長兼新型コロナウイル
ス特別対策室長）原信也
【課長職】
▷観光振興課長兼ジオパーク推進課
長（観光振興課長）田仁孝志▷建設
課長（上下水道課長）篠原哲也▷上
下水道課長（健康福祉課主幹）細江
幸恵
【課長補佐職】
▷税務財政課主幹（税務財政課主査）
藤川英之▷住民課主幹（産業振興課
主幹）田所昭博▷観光振興課主幹（建
設課主幹）秦野道也▷産業振興課主
幹（税務財政課主幹）佐々木真悟▷
建設課主幹（社会教育課主幹）髙橋
淳一▷環境課主幹（企画防災課主幹）
佐藤融▷上下水道課主幹（上下水道
課主査）春名宣寛
【係長職】
▷総務課主査（管理課主査）菊地慶
洋▷企画防災課主査（税務財政課主
任）安藤達哉▷企画防災課主査（企
画防災課主任）吉本大樹▷企画防災
課危機管理室主査（企画防災課危機
管理室主任）山本玲▷税務財政課主
査（庶務課主査）寺山俊介▷税務財
政課主査（税務財政課主任）齊藤恭
兵▷住民課主査（住民課主任）近藤
裕幸▷産業振興課主査（健康福祉セ
ンター主査）矢野和男▷上下水道課
主査（住民課主査）三島珠実▷庶務
課主査（洞爺湖温泉小学校主査）青
葉文夫▷庶務課主査（上下水道課主
任）吉崎勉

■教育委員会部局
【課長補佐職】
▷社会教育課主幹（産業振興課主幹）
高木淳市▷桜ヶ丘保育所長（子育て
支援センター副所長）永井多美▷洞
爺保育所長（桜ヶ丘保育所副所長）
中村絵理子
【係長職】
▷管理課主査（企画防災課主査）大
西慎▷社会教育課主査（社会教育課
主任）澤野慶子▷社会教育課主査
（社会教育課主任）大木佑介▷本町
保育所副所長（本町保育所保育士主
査）斉藤真枝▷桜ヶ丘保育所副所長
（桜ヶ丘保育所保育士主査）阿部真

洞爺湖町人事異動 新 入 職 員 紹 介新 入 職 員 紹 介（４月１日付）

①年齢②出身③趣味・特技④抱負

　４月１日付で洞爺湖町役場職員と
なった新人を紹介します。
　今後ともよろしくお願いします。

田中悠貴
（住民課）

①25歳②札幌市
③音楽鑑賞④大
好きな洞爺湖町
により多く貢献
できるように一
生懸命頑張りま
す。

原美智
（健康福祉センター）

①22歳②洞爺湖町③
絵を描くこと④多く
のことを吸収しなが
ら自分らしく保健師
として活動していき
たいと思います。町
民の皆さんの健康を
守っていけるように
頑張ります。よろし
くお願いします。

安藤夕陽
（企画防災課）

①18歳②今金町③
イラスト・手芸④い
つか住んでみたいと
思った洞爺湖町の職
員として働けるのが
とてもうれしいです。
洞爺湖町の魅力を感
じながら一生懸命頑
張ります。よろしく
お願いします。

津谷しおり
（住民課）

①38歳②洞爺湖
町③釣り④前職
の経験を活かし、
一日も早く戦力
になれるように
努 め ま す の で 、
どうぞよろしく
お願いします。

古川歩
（本町保育所）

①28歳②新冠町
③美味しいもの
を食べること④
元気に楽しく働
けたらと思いま
す。洞爺湖町の
美味しいものを
たくさん探した
いです。よろし
くお願いします。

青野万梨奈
（桜ヶ丘保育所）

①27歳②伊達市
③バレーボール
④自然豊かな町、
洞爺湖町で働け
る事がとてもう
れしいです。子
どもたちと笑顔
あふれる毎日を
過ごせるように
頑張ります。

野田努夢
（建設課）

①27歳②むかわ
町 ③ゲー ム・ 読
書・サイクリン
グ④新しい事に
も精一杯取り組
んでいきたいと
思います。よろ
しくお願いしま
す。三嶋彰太

（建設課）

①26歳②伊達市
③ドライブ④よ
り良い町づくり
に貢献できるよ
う一生懸命頑張
ります。よろし
くお願いします。

奈美▷子育て支援センター副所長（本町保育所副所長）牧千絵
■議会事務局
【部長職】
▷議会事務局長（議会事務局長）佐藤久志
■退職（３月 31日付）
▷上下水道課主幹　乾辺政幸▷桜ヶ丘保育所長　山本幸子▷洞爺保育所長　
斉藤ももえ
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ＪＡとうや湖青年部

最優秀賞を受賞した小林部長 (中)とＪＡ職員最優秀賞を受賞した小林部長 (中)とＪＡ職員

「動画で発信！農の魅力コンテスト」で２年連続最優秀賞「動画で発信！農の魅力コンテスト」で２年連続最優秀賞
　道内農業の魅力を発信する動画を募集する「動画
で発信！農の魅力コンテスト」で、ＪＡとうや湖青
年部が２年連続で最優秀賞を受賞しました。部員
10人がスマートフォンでＪＡ職員や家族を撮影。
農業者と消費者が助け合って食を支えているとい
うメッセージを込めた動画に仕上げました。
　小林裕司部長は「前回の倍以上の人に協力しても
らって制作しました。動画を見て多くの人に町の
農産物を食べてほしいです」と話していました。
　受賞した動画は、ＪＡ北海道青年部協議会の
YOUTUBEチャンネルで閲覧できます。

北のハイグレード食品
町内２社が認定町内２社が認定
一一流シェフやカリスマバイヤーなど「食」の第流シェフやカリスマバイヤーなど「食」の第

一人者が道産食品のトップランナーを選ぶ「北の一人者が道産食品のトップランナーを選ぶ「北の
ハイグレード食品」。今年は町から２品が認定さハイグレード食品」。今年は町から２品が認定さ
れました。それぞれの魅力を紹介します。れました。それぞれの魅力を紹介します。

羊蹄食品まめ屋本店
「酵福納豆」

東洋炉材　工房「帆」
「『淡雪50g』カムイ・ミンタルの塩」

常務　中居隆さん
　「たんぱく質などの栄養素を含んでいるのに捨てら
れることが多いホエー(乳清)を使った納豆です。納
豆菌は、他の菌の繁殖を防ぐ作用が強いため、ホエー
に入っている乳酸菌の良さを引き出すのに苦労しま
した。江別市の食品加工研究センターで発酵の知識
を学び、２つの菌を共存させる方法を発見しました。

代表　新田裕基さん
　「噴火湾からくみ上げた海水を、専用平釡で10時
間以上煮詰めて塩を作っています。淡雪はこの煮詰
めた海水の上澄みだけを製品化したものです。
　塩作りは季節、天候に左右されるため細心の注意
が必要です。また繊細な味を損なうことがないよう
に輸入岩塩などの他の原料は一切混ぜていません。

酵福納豆は、納豆
独特の臭いが無く、
豆本来の味をダイ
レクトに楽しめま
す。札幌をはじめ
東京、名古屋、大阪
のアンテナショッ
プでも好評で、定
番商品にも選ばれ
ました。低カロリー
でたんぱく質、ミ
ネラルがたくさん
含まれているので
女性にもぜひ食べ
てほしいです」

　淡雪は雪解けの
柔らかな季節に似
合うまろやかでミ
ネラルたっぷりの
おいしい塩です。ど
の食材にも相性が
良いので料理の幅
が広がります。ス
イーツにも広く使
われています。
　これからもさら
に美味しい塩作り
にまい進したいと
思います」

東洋炉材　工房「帆」
「『淡雪50g』カムイ・ミンタルの塩」
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さわやかだより

問合せ問合せ　健康福祉センター （☎ 76-4006）　健康福祉センター （☎ 76-4006）

受けましょう！
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ををを胃がん検診胃がん検診
胃がんは特に日本人に多いがんで、1998年に肺がんに追い抜かれるまでがん部位別死因のトップでした。

　現在は部位別死因の3位で、罹患数は大腸がんに次いで2番目に多いがんです。

「胃がん」の症状
胃がんは、早期の段階では自覚症状がほとんどなく、

かなり進行しても症状がない場合もあります。
　代表的な症状は、胃の痛み・不快感・違和感、胸や
け、吐き気、食欲不振などです。また、がんから出血

することによって、貧血が起こることや、黒い便（血便）
が出ることもあります。しかし、これらは胃がんだけ
ではなく、胃炎や胃潰瘍でも起こる症状であり、検査
をしないと区別が難しいのが実情です。

早く見つかれば治療効果も高い！！
最近では、健康診断やがん検診が普及したことから、

自覚症状の乏しい胃がんでも早期に発見できるケース
が多くなりました。一部の早期の胃がんの治療は内視
鏡治療など、以前に比べて体に優しい療法で治せる時
代になっています。
　内視鏡検査（胃カメラ検査）、胃レントゲン検査（バリ

ウム検査）、ピロリ菌検査、ペプシノーゲン検査などで
約 6 割が早期に発見されるようになり、胃がんによる
死亡率は年々低下しています。
　町では胃レントゲン検査（バリウム検査）とピロリ菌
検査（血液検査）を実施しています。定期的に検診を受
けて、胃がんの早期発見に努めましょう。

～各種健（検）診のお知らせ～
★特定健診・介護予防健診、胃・大腸・肺がん・前立腺がん検診
　肝炎ウイルス検診・エキノコックス症検診・ピロリ菌検査・風疹抗体検査
　会場：健康福祉センターさわやか　６月７日（水）・８日（木）
　　　　洞爺ふれ愛センター　　　　６月９日（金）
　※事前予約制です。詳細は、４月の回覧でお知らせします。
　※新型コロナウイルス感染症対策のため、定員を減らして受付をしています（先着順）

「胃の構造」と「胃がん」
もっとも胃がんができやすいのは幽門部（幽門前庭

部）で、胃の出口、十二指腸へとつながります。胃が
んは食生活と密接な関係があり、食塩の過剰摂取とも
関係するといわれています。
　ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）も深く関わって
いるとされます。食事や生活習慣の変化から、若年層
には少なくなっていますが、人口の高齢化を反映し、
死亡数や罹患数は決して少なくありません。

胃の構造胃の構造

胃がんができやすい場所



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎ 76-2100 ＜あぶた読書の家＞）

［時間］９時～ 17 時 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
樹
林
の
罠（
佐
々

木
譲
）
▽
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
急
行

（
荻
原
浩
）
▽
た
り
る
生
活（
群
よ

う
こ
）▽
罪
の
境
界（
薬
丸
岳
）▽

秋
雨
物
語（
貴
志
祐
介
）▽
天
下
大

乱（
伊
藤
潤
）
▽
朽
ち
ゆ
く
庭（
伊

岡
瞬
）
▽
海
の
教
場（
吉
川
英
梨
）

▽
営
繕
か
る
か
や
怪
異
譚　
そ
の

参（
小
野
不
由
美
）▽
ミ
シ
ン
と
金

魚（
永
井
み
み
）
▽
生
き
る
職
場

（
武
藤
北
斗
）
▽
全
国
温
泉
大
全　

湯
め
ぐ
り
を
も
っ
と
楽
し
む
極
意

（
松
田
忠
徳
）

＜

児
童
書＞

▽
い
つ
つ
ご
う
さ

ぎ
と
ゆ
き
の
も
り（
ま
つ
お
り
か

こ
）
▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ　
き
ょ

う
り
ゅ
う
ま
ま
を
す
く
え
！（
原

ゆ
た
か
）
▽
図
書
室
の
怪
談　
闇

の
図
書
室（
緑
川
聖
司
著
／
浮
雲

宇
一
絵
）
▽
私
立
探
検
家
学
園
１　

は
じ
ま
り
の
島
で（
斉
藤
倫
著
／

桑
原
太
矩
絵
）
▽
星
屑
す
ぴ
り
っ

と（
林
け
ん
じ
ろ
う
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
真
珠
と
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
上・下（
桐
野
夏
生
）
▽
荒
地

の
家
族（
佐
藤
厚
志
）▽
し
ろ
が
ね

の
葉（
千
早
茜
）
▽
覇
王
の
轍（
相

場
英
雄
）
▽
＃
真
相
を
お
話
し
ま

す（
結
城
真
一
郎
）
▽
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
ン
ホ
テ
ル（
下
村
敦
史
）
▽
体
は

ゆ
く　
で
き
る
を
科
学
す
る＜

テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
身
体＞

（
伊
藤
亜

紗
）

＜
児
童
書＞

▽
へ
ん
し
ん
コ
ン
サ

ー
ト
（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）
▽
へ

ん
し
ん
と
び
ば
こ
（
あ
き
や
ま
た

だ
し
）
▽
い
ち
ば
ん
し
あ
わ
せ
な

お
く
り
も
の
（
宮
野
聡
子
）
▽
と

び
だ
す
え
ほ
ん　
た
べ
る
の
だ
あ

れ
？
（
す
ぎ
は
ら
け
い
た
ろ
う
）

▽
と
ん
で　
や
す
ん
で　
か
ん
が

え
て
⋮
（
五
味
太
郎
）
▽
そ
ら
め

め
く
ん
こ
ん
に
ち
は
（
な
か
や
み

わ
）
▽
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
う
み

の
お
さ
ん
ぽ
（
さ
か
い
さ
ち
え
）

くらべて発見　やさいの「おなか」
農文協
　身近な野菜の断面など外から見え
ない「おなか」に着目、つくりや働き、
栄養分、原産地、一生と栽培などを
写真や図で比較しながら、植物の育
ち方や巧みさ、命の多様性や共通性、
つながりを発見していく絵本（あぶ
た読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　４月のおはなし会
■日　時　①４月15日（土）、24日

（月）10時～11時30分
②4月21日（金）14時～15時 30分
■場　所　①あぶた母と子の館
　　　　　②あぶた読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスクの着用は個人の判断でお
願いします。

今月の
１冊

vol.59

今月の
リポーター
折原英明さん

　
　
域
お
こ
し
協
力
隊
の
折
原

　
　
で
す
。
４
月
よ
り
３
年
目

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
協

力
隊
と
し
て
は
最
終
年
度
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
心
機
一

転
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　
２
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
１
年
目
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
も
大
き
く
、
町

内
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
も
相
次
ぐ

中
、
あ
つ
も
り
商
品
券
の
販
売

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
職
域
接
種
な
ど
商
工
会

事
業
の
お
手
伝
い
を
中
心
に

「
内
側
」の
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
２
年
目
は
そ
れ
ま
で
中
止
と

な
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

り
な
ど
も
再
開
さ
れ
た
こ
と

で
、
地
域
活
動
の
お
手
伝
い
や

町
内
事
業
者
と
関
わ
る
機
会
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
札
幌
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た「
大
ほ
っ
か

い
ど
う
祭
」や
、
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
な
ど
に
参
加
し「
外
側
」

の
活
動
も
で
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
が
楽
し
ん
で
い
る
姿

を
見
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭

り
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
先
日
、
西
胆
振
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
集
ま
る「
情
報
交

換
会
」を
と
う
や
水
の
駅
で
開

催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し
て

地
域
で
活
動
し
て
い
る
話
を
聞

き
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、

ど
う
い
っ
た
形
で
地
域
貢
献
で

き
る
か
な
ど
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
刺
激
を
も
ら
い
ま
し

た
。

　
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
」と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
１
年
さ
ま
ざ
ま
な
積

み
上
げ
を
し
つ
つ
、
退
任
後
も

地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
定
住
で

き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

地
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洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

春
の
全
道火災

予
防
運
動
の
実
施

　
　
月
20
日（
木
）~
30
日（
日
）ま

　
　
で
の
11
日
間
に
渡
り
、
全
道

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
冬
か
ら
春
へ
と
季
節
が
移
り
変

わ
る
こ
と
で
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
特
に
発
生
し
や
す
く
な
る
こ

の
時
季
に
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
の
防

止
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
洞
爺
湖
支
署
で
は
期
間
中
、
消

防
車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
や

19
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
う
な

ど
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
消
防
法
で
は
、
一
定
規
模
の
防

火
対
象
物（
ホ
テ
ル
、病
院
、福
祉

施
設
、学
校
な
ど
）で
火
災
が
発
生

す
る
と
人
命
へ
の
被
害
が
大
き
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
防
火
に

関
す
る
講
習
課
程
を
修
了
し
た
人
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防
火
管
理
者
を

選
任
し
ま
し
ょ
う

を
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
し
、

消
防
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
防
火
管
理
者
を
選
任
し

て
い
る
防
火
対
象
物
に
お
い
て

も
、
人
事
異
動
な
ど
に
よ
り
変
更

が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
変
更
届
出

火
入
れ
の
時
季
となり

ま
し
た

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
枯
れ
草
が
目
に
つ

く
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

季
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
て
農

地
な
ど
で
枯
れ
草
焼
き
の
最
中
、

周
囲
に
一
気
に
燃
え
移
る
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不
始
末
で
火

災
に
な
る
危
険
性
が
高
く
、
消
防

車
の
出
動
す
る
機
会
が
多
い
時
季

で
も
あ
り
ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
消
火

の
準
備
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い

場
所
で
の
実
施
、
風
の
強
い
日
は

延
期
す
る
な
ど
火
災
の
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

４

統
一
標
語

『
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
』

を
提
出
し
、
併
せ
て
消
防
計
画
の

変
更
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
防
火
管
理
者
の
選
任（
変
更
）や

消
防
計
画
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

室蘭・登別・西胆振の３消防が
通信指令業務共同化へ動き出す！！

西胆振圏の３消防が通信指令業務の共同化に向けて協議を開始しています。
　３消防の消防通信指令センターを共同化し、119 番通報を一括受理することで、
迅速な出動につなげることが可能となります。
　火災や救助、救急などの災害が発生した場合、管轄消防本部だけでは対応でき
ないと判断すると別の消防本部に応援を受けますが、応援を受けるには電話での
依頼のやりとりが発生し時間がかかります。このような手続きの時間をなくし、
迅速な出動につなげるのが通信指令業務共同化の狙いとなり、2026 年２月から
の運用開始を目指しています。
通信指令業務共同化後のイメージ



ジオパーク通信ジオパーク通信

第 129号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより
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洞爺湖有珠山ジオパーク洞爺湖有珠山ジオパーク
ジオパークとは、大地の特徴（海、山、湖など）を保全

し、観光や教育に活かすことで地域の持続的な発展を
目指す地域のことです。洞爺湖有珠山ジオパークは、
伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の４市町全域がエ
リアで、2009年に世界ジオパークに認定されていま
す。

今月号から、各市町での取り組みを順次ご紹介して
いきます。

～ 洞 爺 湖 町 の 取 り 組 み 紹 介 ～
洞爺湖有珠山ジオパークの構成市町の一つ、洞爺湖町では、火山活動と水が造った大地の成り立ちを、

一次産業や教育、観光に活用するため、水中映像や空撮動画の撮影、地質調査などを行ってきました。
令和５年３月、これらのデータをインターネット上で誰もが見られるよう、公開を始めました。
　公開ページでは、下記動画の他、洞爺カルデラ周辺に生息する鳥や洞爺湖水中の生き物の紹介も行っ
ていますので、ぜひご覧ください。　【ＵＲＬ】https://toyacaldera-arch.jp

３DCG 短編映像
『財田扇状地』『中島』『有珠山の山体崩壊』
　まるで本物の風景を見ているかのような３
DCG 映像で、各地点の大地の歴史を可視化し
ました。
　洞爺湖有珠山ジオパークの見どころはHPでも
紹介しています。

実写映像
『洞爺湖水中動画』　『空撮動画』
　洞爺湖水中や、洞爺カルデラ上空からの眺め
など、普段見られない視点で撮影された映像を
公開します。2019年に「再発見」された洞爺湖北
岸の沈木映像もあります。

CGアニメーション
『洞爺湖誕生　11万年のSTORY』
　地形データを基にした CG と、新たに撮影し
た空撮映像を組み合わせた動画です。洞爺湖が
誕生した約11万年前から現在までの時間の旅で
す。



４月 1 日（土）
～6月21日（水）

ビエンナーレコレクション展Ⅰ

10 日（月）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

フッ素塗布
13：00 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

11 日（火）
脳トレサロン

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

12 日（水）
げんきクラブ

13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

13 日（木）
脳の健康教室

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

14 日（金）
洞爺地区健康相談

9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

15 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

19 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

20 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

コグニの集い
13：30 ～ 14：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

21 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

23 日（日） 洞爺湖町議会議員選挙

24 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

26 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

27 日（木）
脳の健康教室

9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

28 日（金）

いきいき教室　春をたのしむ会

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）
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時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時30分～17時（受付は16時30分まで）
ビエンナーレコレクション展Ⅰ
■日　程　４月１日（土）～6月21日（水）
５月ＧＷワークショップ「アウトドアフライパンづくり」
■日　時   ５月3日（水）～4日（木）
　　　　　いずれも10時～16時（休憩含む）
■講　師　藤沢レオさん
■定　員　各日５人
■参加費　3，000円
■対　象　高校生以上
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎87-2525）
               WEB　http://www.geijutukan.net/

時
所

※上記のイベントなどの情報は3月30日現在の情報です。新型コロナウイルス拡大の影響で、予定されてい
るイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

28 日（金）～
10 月 31 日（火）

第 42 回洞爺湖ロングラン花火大会
20：45 ～ 21：05
洞爺湖温泉湖畔（☎ 75-2446〈洞爺湖温泉観光協会〉）

５月 3 日（水）
～ 4 日（木）

５月ＧＷワークショップ「アウトドアフライパンづくり」

9 日（火）
脳トレサロン

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

10 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

11 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76- ２008 ＜子育て支援センター＞）

12 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

時
所

いきいき教室　春をたのしむ会
■日　時　4月28日（金）９時30分～11時30分
■場　所　月浦森林自然公園
■集　合　９時20分　月浦森林自然公園駐車場
■持ち物　飲み物、手袋、長靴、町民カレッジパスポート、
歩きやすい服装
■参加料　無料
■主　催　いきいき教室
■問合せ　青木（☎76-3589）時

所

p12詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

p12詳

p14詳
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東奔西走
　　事異動のため、私が作成に携わる最後の広報となりました。
　　これまで取材に協力いただいた皆さん、毎月広報を楽しみに
している皆さん、４年間本当にありがとうございました。これか
らも「広報とうやこ」をよろしくお願いします。（Ｍ .О）
　　スクの着用が個人の判断にゆだねられるようになりました。
　　町中ではまだまだ着けている人がほとんどですが、中学校
の卒業式では素顔で保護者に感謝を伝える３年生の姿も。長かっ
たマスク生活も少しずつ終わりを迎えそうです。（Ｄ . Ｙ）

マ
虻田中学校の卒業式で記念撮影虻田中学校の卒業式で記念撮影

vol.14

たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～
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く
る
取
り
組
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の
一
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と
し

て
、
町
で
初
め
て
の
地
域
食
堂
が

２
０
１
８
年
３
月
、
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　
こ
の
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域

食
堂「
ほ
の
ぼ
の
」は
、
全
国
各
地

で
地
域
食
堂
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
に
町
が

事
業
を
委
託
。
同
法
人
の
ス
タ
ッ

フ
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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が
協

力
し
て
週
１
日
開
か
れ
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
か
ら
約
２
カ
月
で
延
べ

１
６
８
人
が
参
加
す
る
な
ど
好
評

で
し
た
。

　
現
在
で
は
町
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補
助
金
を
活
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し
て
行
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て
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洞
爺
し
あ

わ
せ
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虻
田
地
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と
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
し
て

い
る
「
洞
爺
地
区
つ
な
が
る
△

ト
ー
ヤ
コ
ビ
ト
食
堂
」
が
活
動

中
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年
齢
や
性
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わ
ず
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全
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用
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し
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事
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ほ
の
ぼ
の
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
５

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
地
域
食
堂

を
介
し
た
ふ
れ
あ
い
の
輪
は
今
も

広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

地

地域食堂
一人暮らしの高齢者の増

加、地域間交流の衰退などの
対策として開設。子どもの貧
困問題などに対処するため「子
ども食堂」に取り組む自治体
もあり、近年、全国各地で広
がりを見せています。

ワンショット今月の

地域食堂でテーブルを囲む利用者地域食堂でテーブルを囲む利用者

町内で地域食堂オープン

人


